
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主将・小川の２点適時打で差を広げる 本日、８犠打と小技を多用 新戦力・伊藤が代走で出場 

先発・岡田は苦しい投球も５回を投げ切る キャプテンを中心に試合前にミーティング 

2023 年春 暖かくなり球春到来！春季高校野球大会が開幕しました。地区大会 A シード校として本年度初戦の代表決

定戦、水戸工業高校戦に臨みました。 

。 

1番・榊の適時２塁打で勝ち越しに成功 

攻守で活躍、本日３安打３打点の榊 お互いの意地がぶつかる 最後は中山が２回を無失点に抑える 

【戦評】 

   初回、1 番・榊（祇園中）、2 番・木村（北茨城常北中）の連続安打からチャンスを作ると、５・川野邊（大宮中）の犠牲フライ 

  で幸先良く先制したが、その裏の水戸工業の攻撃では長短打を絡められ１点を失い同点に追いつかれる。２回表、１番・榊の適時 

  ２塁打で勝ち越すと、４番・小川（中郷中）の２点適時三塁打で相手を突き放すと、その後も６回まで得点を重ね、１１安打１４ 

  得点と打線が繋がった。一方、守備ではなかなか落ち着かず、４回まで８安打を浴び毎回の６失点と精彩を欠き、前半は点の取り 

合いとなった。しかし、６回から登板した中山（鉾田南中）が２回を 

無安打無失点に抑え雰囲気を一変。そのまま７回コールドで勝利した。   

 

  バッテリー：岡田，中山 － 小川，丹下 

  三塁打  ：小川 

  二塁打  ：榊２，岡田，川野邊 

 

  

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 合計 

水戸啓明 1 4 3 3 1 2 0   14 

水戸工業 1 1 2 2 0 0 0   6 

 

春季県大会出場決定！ 


